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令和２年度第１回伊勢志摩地域高等学校活性化推進協議会の概要 

 

１ 日時  令和２年９月 17日（木）19時 00分から 21時 00分まで 

 

２ 場所  三重県伊勢庁舎 401会議室（伊勢市勢田町 628－２） 

 

３ 主な内容と意見 

これまでの協議会での協議、高校生の現状や国の教育改革の動き等を共有し、今後の

中学校卒業者数の減少等、当地域を取り巻く県立高校の現状や課題をふまえ、これから

の高校生に育みたい力や地域の県立高校のあり方について協議しました。 

≪これからの高校生に育みたい力について≫ 

○ 三重県の県立高校においては、新学習指導要領にある「生きる力」、及び三重県教育

ビジョンにある「生き抜く力」が各校に共通する育みたい力であると言える。加えて職

業高校においては「社会の一員として働ける力」や「一生学び続ける向上心」を養うこ

とが大切である。 

○ 生徒がより興味を持ち、主体的に学べる教育内容や方法を工夫してほしい。魅力ある

授業こそが魅力ある学校につながり、ひいては生徒も多く集まる学校となるのではない

か。 

〇 地域への愛着心を育ててもらいたい。高校生が地域について学習して愛着心をもつこ

とで、卒業後に進学や就職で一度地元を離れても、いつか地元に帰ってきたいという思

いを育てることが大切である。 

○ 今後ＡＩが人間の知能を追い越していくと言われている中で、現在の教育も変わる必

要がある。「高校生自身が自分は何を、なぜ学ぶのかを自発的に考えられる力」を、小

中学校で育て、生徒一人ひとりが自ら高校を選びとる力をつけることが大切である。そ

れが一生学び続ける力をつけることにつながる。 

〇 小中学生だけでなく、高校生も学校の授業の中で社会での実体験を積むことによって

学びが広がり、将来職業を主体的に選択できる意識を育むことができる。 

≪地域の県立高校のあり方について≫ 

○ これからの地域の県立高校のあり方を考える場合には、今までの枠や考え方にとらわ

れずに新しい発想が必要である。大幅な大学入試の改革、1 学級 40 人以下の少人数教

育、オンラインを活用した小規模校での学び等の様々な知恵を出していけば、子どもた

ち一人ひとりに充実した学びを保障できる夢のある将来像も見えてくるのではないか。 

○ 地域の高校は活性化に取り組んで魅力ある学校づくりを進めており、それぞれの高校

には多様な個性や幅広い学力に対応するなど、それぞれが果たす役割や存在価値がある。

資料 1 
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今後更に少子化が進んでいくなかで、子どもたち一人ひとりはより貴重な人材となるの

だから、小中学校において進んでいる少人数教育を高校においても積極的に推進すべき

である。                      

○ 鳥羽・志摩・度会地域の小規模校での活性化の取組により、その高校でしか体験でき

ない少人数による教育内容が充実しつつあるが、教員数の減少もあり高校への負担も大

きく、今後の少子化の中では、さらなる人員や予算の支援がない限り学校現場の努力だ

けでは限界がある。現実的には伊勢志摩地域の高校の現状は限界に近く、さらなる大幅

な予算拡充策等が不可能な場合は、学校現場に任せるのではなく県教育委員会が主導し

て学校の再編も含めた判断や決断を早期に行うべきである。 

〇 伊勢市内の専門学科設置校の３校は、来年度にはすべて１学年４学級規模となるが、

これ以上の小規模化は教員数をはじめとする専門性や多種類の部活動の維持などに影響

を及ぼし、学校全体の活力がなくなると危機感を感じている。専門学科設置校の再編・

統合を視野に入れるなど、伊勢市内の高校のあり方も検討するべきと考える。 

〇 急激な人口減少の中で、小規模校において地域の子どもたちを少人数で育てていくこ

とは大切であるが、その維持にはオンラインを活用するなど、様々な知恵やアイデアが

必要である。例えば、当地域で進めてきた地域課題解決型の学習を伊勢市内の高校でも

実施していくことで、伊勢志摩地域全体で連携し、将来当地域で活躍できる人材を地域

全体で育てていく教育システムを構築することができる。 

○ 伊勢志摩地域には、大学進学を主な目的とする普通科、職業人の教育を主な目的とす

る専門学科の学校がある。加えて、総合学科の位置づけがもっとはっきりすれば、生徒

が集まりやすくなる。 

 

※ 地域の県立高校の魅力を伝えるための「伊勢志摩地域高等学校進学フェスタ」につい

ては、新型コロナウイルス感染拡大の現況に鑑みて、令和２年度は地域でのイベント開

催を中止し、各県立高校Ｗｅｂページを紹介するチラシを地域の中学生・保護者に配付

するという原案が承認されました。 
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伊勢志摩地域の小規模校活性化について 

１ 県立高等学校活性化計画における小規模校の取組 
三重県教育委員会では、平成 29 年３月に「県立高等学校活性化計画」を策定し、

生徒一人ひとりに応じた多様な教育や地域で学び地域を活かす教育を推進してきまし

た。この計画の中で高等学校は、社会性の育成、幅広い教科・科目の開設、学校行事

や部活動の充実のためには一定の規模が必要となることなどから、望ましい学校規模

を１学年３～８学級とし、１学年２～３学級の小規模校については、学校ごとに活性

化協議会を設置して、地域と一体となった活性化の取組を推進し、学校の魅力化に取

り組んでいます。 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
２ 地域課題解決型キャリア教育モデル構築事業（令和元年度～３年度） 

地域課題の解決に向けた探究的な学びを展開する「地域課題解決型キャリア教育モデ

ル構築事業」を実施し、小規模校であることのメリットを生かして、将来地域で活躍す

る姿を思い描くことができる高校生の育成をめざした取組を推進しています。 
今年度は新型コロナウイルス感染症にかかる休校措置や感染症拡大防止による地域活

動の制約等の影響もありましたが、各校においては感染拡大防止の工夫をしながら地域

での学習活動や探究活動を進めてきました。 
 

〇今年度の取組  

＜鳥羽高校＞ 

①「産業社会と人間」（２単位・1 年生全員） 

②「鳥羽学」（２単位・２年生文理進学系列） 

・①では地域の職業人へのインタビュー等により地域を題材にした学習を実施。②では鳥

羽市の協力を得ながら、生徒が鳥羽の魅力や課題を理解するとともに、その魅力の発信

や課題の解決に取り組む。ＶＲ（バーチャル・リアリティー）を活用した海女文化の発

信や地元商店街でのフィールドワーク、動画制作等での魅力発信等に取り組む。 

・1月２９日（金）成果発表会（校内） 

資料２ 

＜ 県立高等学校活性化計画（平成 29年 3月）より抜粋 P22 ＞ 

・活性化の取組期間は、３年間を原則とし、入学者の状況や生徒の進路実現の状況、活性化の

取組など、その活動と成果について毎年度検証を行い、３年経過後に、その後の方向性を検

討する。 

・３年間の取組期間が経過した後、２学級規模を維持している学校は、本活性化計画の期間中、

引き続き活性化に取り組むこととする。また、１学級規模となった学校については、取組期

間３年目を含め２年連続して入学者数が定員の３分の２に満たない場合には、生徒にとって

望ましい教育環境を整備する観点から、統廃合や設置形態の変更など、生徒の学びを保障す

るためのあらゆる可能性について協議する。 
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＜志摩高校＞ 

①志摩学Ⅰ（１単位・１年生全員） 

 ②志摩学Ⅱ（１単位・２年生全員）  

③志摩学Ⅲ（１単位・３年生全員） 

・志摩市の現状、課題や魅力について学び、興味関心がある課題についてグループでテー

マ設定し、フィールドワーク等を通じてその現状を体感し、解決策を考える活動を３年

間を通じて実施。①では地域について知り、②では地域や地域の産業について自分たち

で考え、③では地域のために行動して貢献することを目指す。 

・1月２９日（金）成果発表会（校内オンライン） 

 
＜水産高校＞ 

①「課題研究」（３単位）及び②「総合実習」（３～４単位） 

（３年生海洋・機関科、水産資源科） 

・水産高校の専門性を活かし、水産資源科と海洋・機関科の両学科が連携して地域の再発

見や課題解決に向けて学習活動を実施。海洋プラスチックゴミ等による汚染の調査、ス

キューバ技術を利用したガンガゼ駆除研究、海女さんが漁で使用する「磯ノミ」の作成・

改良、水中ドローンによる海洋環境調査研究、黒アワビの種苗生産の取組、地元企業や

レストランと連携した商品開発等の探究活動を進め、地域に貢献する意欲や態度を育成。 

・１月２０日（水）成果発表会（志摩文化会館から学校へオンライン） 

 

＜南伊勢高校度会校舎＞ 

①「総合的な探究の時間」（２単位・１年生全員） 

②「総合的な探究の時間」（２単位・２年生全員） 

・①では度会町職員、地域の輝いている大人等の講演会等を通じて、地域の現状や課題に

ついて学習。また、②では地域の企業訪問、森林組合等での体験活動、特別支援学校と

の交流学習も実施。 

・２月２０日（土）南勢校舎と合同で成果発表会実施予定（オンライン） 
 
＜南伊勢高校南勢校舎＞ 

①「総合的な探究の時間」（１単位・１年生全員） 

②「地域探究」（１単位・２年生地域創生アドバンスコース） 

③「インターンシップ」（６単位・２年生選択） 

④「地域課題研究」（２単位・３年生地域創生アドバンスコース） 

⑤ＳＢＰ（Social Bussiness Project）での地域活動 

・①～④の科目において、町長からの課題提起、大学教授からの講演など数多くの講演会

や地域の事業者によるワークショップ、それらの事業者の仕事場でのフィールドワーク、

インターンシップの実施等、地域と密着した探究活動を実践。 

・２月２０日（土）度会校舎と合同で成果発表会実施予定（オンライン） 
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次期「県立高等学校活性化計画」の策定に向けた動きについて 

（県立高等学校みらいのあり方検討委員会の報告等） 

 
１ 三重県教育改革推進会議における審議と県立高等学校みらいのあり方検討委員会の設置 

  令和３年度末に現行の県立高等学校活性化計画の期間が終了することから、県教育委

員会の附属機関である三重県教育改革推進会議の審議を経て次期計画を策定します。 

策定にあたっては、地域産業界や教育・文化など様々な分野の第一線で活躍している

多様な方々で構成される「県立高等学校みらいのあり方検討委員会」（以下、「委員会」と

いう。）を設置し、教育に関する国の動向も参考にしつつ、生徒数のさらなる減少が見込

まれる中、これからの変化が激しい時代に対応した本県の高等学校の学びのあり方や望

ましい学校配置・規模などのテーマを設定し、さまざまな観点から議論を進めています。 

  委員会で出された意見については、三重県教育改革推進会議における次期計画の策定

に向けた審議に活用します。 
 
（１）委員名簿（12人、50音順、敬称略） 

・荒瀬 克己  （関西国際大学学長補佐・基盤教育機構教授 中央教育審議会委員） 
・江森 真矢子 （一般社団法人まなびと代表理事） 
・荻原 彰   （国立大学法人三重大学教育学部 教授） 
・奥田 博貴  （コネクツ代表） 
・オチャンテ 村井 ロサ メルセデス（桃山学院教育大学人間教育学部准教授） 
・倉田 麻里  （NPO 法人イカオ・アコ常務理事 ゲストハウスイロンゴ代表） 
・玉村 典久  （学校法人玉村学園 一志学園高等学校 校長） 
・辻  成尚  （亀山高等学校 校長） 
・出口 恵梨子 （桑名市立光陵中学校 教諭） 
・中村 安希  （作家） 
・中村 峻也  （（株）ナカムラ工業図研 代表取締役社長） 
・南  晶子  （キッチンコンサルタント TREE FARM 経営者） 

 
（２）テーマとスケジュールについて 

第１回委員会でいただいた意見や、県教育委員会が認識している課題から、特に委員会

で幅広く議論いただきたいテーマを、以下のスケジュールで選定しました。 
開催時期 テーマ 
第１回（10月 13日） ・新たな時代における本県の高校教育のあり方について 

第２回（12月 1日） 
・県立高等学校の課題と協議テーマ 
・新たな時代に対応した高等学校教育の推進① 

第３回（ 1月 5日） 
・新たな時代に対応した高等学校教育の推進② 
・全ての高校生を誰一人取り残さない教育環境づくり 

第４回（ 2月 4日） ・これからの学びに対応した学科・課程のあり方 

第５回（ 3月 15日） 

        開催予定 

・これからの社会の変化と県立高等学校の学びに対応した社会性・人間性の育成  
・県立高等学校の規模と配置① 

資料３ 
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第６回（ 3月 26日） 

    開催予定 
・県立高等学校の規模と配置② 

第７回（4月） 

    開催予定 
・協議のまとめ 

※議論の参考とするため、高校生等へのアンケート調査を実施（R2.12）。 
 
（３）委員会での主な意見   

● 新たな時代における本県の高校教育のあり方について（第１回） 

・難しい課題に直面しても諦めず、自分の力で他人に助けを求めたり、技術を使って課題を解決して

いくことを訓練できるようにすることが必要である。 

・ものを考えて解決するための方法を体験的に学べるようにすることが必要である。 

・何回失敗してもその先の改善を考え、何度もチャレンジできるようにすることが必要である。 

・一人ひとりの教員がやり方や形の画一化に陥ることなく、生徒の興味や関心を引き出し、生徒一人

ひとりにあわせた個別最適な学びが実現していけるようにすることが必要である。 

・どこの高校でも同じことばかりやるのではなく、学校ごとに目指すところを明確にし、中学生が自

分に合った高校を選択しやすくできるようにしていくことが必要である。 

 
 新たな時代に対応した高等学校教育の推進（第２回、第３回） 

（実社会とつながった学びの推進） 

・普通科も含めてすべての高校で、企業と関わった探究活動を進めていくことができればよい。 

・これからの時代は教師も生徒と対等に学び続けていく姿勢が必要となる。高校生が先生に代わって

企画したり、自分たちの学ぶ場を自分たちで作るようなことができればよい。 
・高校生は「小さな大人」であり、「大きな子ども」のままにしておかないという意識が全ての高校に

おいて必要である。生徒を主語にして学校を作っていくことが大切である。 

・デュアルシステムや地域課題解決型学習をしていく中で、自分に何が足りないのかを生徒自身が実

感した時こそ学びのモチベーションが上がる。一方で、多忙な教員には、本来やらなければならな

いことに集中できる仕組みや環境を考えていく必要がある。 
・教員は全てのことをすべきといった感覚を教員本人も周りの人も持っている。企業やNPOなど外部

の力を活用し、地域全体で子どもたちを支えていくといった考え方や感覚が必要ではないか。 
（個別最適な学びの推進） 

・個別最適化には技術革新を効果的に活用していくことが必要であるが、活用にあたっては、生徒一

人ひとりが技術に向きあっていけるよう教員が適切にサポートやコーディネートできる存在にな

る必要がある。 

・高校においても、教員が言ったとおりに動きなさいという文化・考え方があり、そこを変えていく

ためにも教員自身が考えてやっていけるだけの時間を創出することが必要である。 

・生徒は自分に興味のあること、目的に適うことであれば自ら学習を進めていくため、教員は、生徒

がそうした目標や目的を持てるよう導くことが求められる。学習を子どもたちにとって「やりたい

こと」にしていくにはどのようにしていけばよいか。また、生徒が教員に忖度することなく本当に

やりたいことを自ら学んでいけるようにしていくにはどのようにすべきかということは大きな課

題である。 

・教員の業務を生徒にもアウトソースし、生徒が生徒に教える、生徒同士が教えあうという手法も取

り入れてはどうか。人に教えることで教える側においても学びの定着が図られる。 
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 全ての高校生を誰一人取り残さない教育環境づくり（第３回） 

（外国人生徒への支援） 

・従来の定時制以外の高校でも、３年間での卒業にこだわらずに生徒の状況にあわせて柔軟に単位の修

得ができるような制度があればよい。また、拠点校を中心にオンライン等を使って子どもたちが学び

やすい環境の整備を行うなどの仕組みも考えられる。 

・外国人生徒の退学理由は勉強面だけでなく、友達がいないなどの環境面もあるため、周りにサポート

してくれる友達や先生がいることが大切である。また、多文化共生・異文化理解の教育を進めていく

ためには、生徒がなぜ学校を休んでしまうのかなど、その背景について理解できるように教員の資質

能力を高めていくための研修等を行っていくことも必要である。 

・外国語ができて、異文化を持っているというのはその子たちの「良さ」であり、その良さを伸ばすと

いう考え方もある。中学生レベルの母語ではなく、複雑な抽象概念を母語で考えることができるよう

な母語での授業開講も必要ではないか。 

・外国人生徒も将来的に日本で就職するのであれば、社会に出るまでに日本語を徹底的に学ぶべきだろ

う。英語か現地語を高いレベルで身につけていないと、現実的には大学や就職という面では厳しいこ

とから、学校でも厳しく指導していくことが生徒のためにもなるのではないか。 

（不登校生徒への支援） 

・価値観の多様化を認めることで、自分はここに居ても良いと感じられるようにすることが大切である。 

・不登校生徒が学校で学ぶにあたって一番必要となるのはフレキシブルな仕組みであるため、県立高校

でも考えていく必要があるのではないか。また、柔軟な転学の仕組みもあるとよい。 

・不登校や退学によって将来の選択肢が狭まったり、不利になったりしないような仕組みが必要である。

また、子どもたちが、再び前向きになったときに動き出しやすい環境を整えることも必要である。 

・不登校の要因に係るデータを見ると、転入学・進級時の不適応も少なくないことから、高校へ入って

からの進路変更が柔軟にできたり、高校を卒業していなくても大学へ入れたりといった仕組みを中学

生や保護者に伝えていくことが必要である。 

 
 これからの学びに対応した学科・課程のあり方（第４回） 

・先般、中教審において、各高校の存在意義や社会において期待される役割などめざすべき学校像

を明確化する形でスクール・ミッションを再定義すること、このスクール・ミッションに基づい

た入学から卒業までの教育活動の指針となるスクール・ポリシーの策定について答申された。今

後、全国的にこのような流れになるということを理解しておく必要がある。 
・全国的に少子化が進み高校の小規模化が進む中、今後、高校統廃合は避けられないものと考える。

こうした中、子どもたちに学びの多様性を提供していくために、例えば、小規模化で使われなくな

った教室を地元の企業等に安く貸し出すとともに、その企業は授業に関わってもらうといった地域

複合型の学校運営も考えられる。 
・人事異動がある中で子どもたちにより良い学びを提供するためには、ひとつの高校で蓄積された授

業のノウハウや経験を他校と共有するとともにＩＣＴを活用して他校の授業を受けることができる

仕組みが必要ではないか。 
・ある程度の規模がないと望ましい学びを実現していくことができない。普通科等を統合して、学びの

多様性があって子どもたちの学びのニーズに応えていける総合学科を大きくしていくことも考えら

れる。また、起業を推進するビジネス創造、ＳＤＧｓを中心に学ぶことができるＳＤＧｓ未来型、地

方創生コース、外国語学科などの新しい学科がイメージされる。こうした学科を設置した学校がオン

ラインで他校の生徒へ授業を開放したり、単位認定をしていくようにしたら良いのではないか。  
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・自由な学びを求めている子どもが多いため、全国的には通信制生徒は増加傾向にある。また、県立高

校には、地域的な問題をはじめとする様々な問題や課題のある子どもたちに教育を届けていく使命

もある。現状、県立の定時制、通信制高校はいずれも定員の充足率が非常に低いが、今後は、生徒の

少ない通信制・定時制を再編して新たに通信制をつくることや、通信制と定時制の協力体制をつくる

ことが必要ではないか。  
・専門学科における小規模化の進行は非常に問題である。これからの農業科や工業科にあっては、農業

作物や工業製品を作ることだけでなく、農作物・製品が最終消費者の手に渡るまでの流通・販売のプ

ロセスについても学ぶことが必要となる中で、農業・工業・商業の各学科について学科の固有性は担

保しながらも、それらを一体的に学べる学校が必要である。こうした農・工・商学科の一体化・相互

乗り入れの学びの形態は専門学科の小規模化を解決していくための有効なアプローチにもなる。 
 
 これからの社会の変化と県立高等学校の学びに対応した社会性・人間性の育成（第 5回） 

選挙権年齢や成年年齢が１８歳に引き下げられ、高校在学中に主権者としての自覚

と責任を持つことが期待されており、また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を通

じて学校の役割が再認識されるなかで、これまでの取組の成果をふまえ、社会性・人間

性の育成を果たすための学校生活のあり方について協議する予定。 

 県立高等学校の規模と配置（第５回、第６回） 

 少子化により全体として学校の小規模化が進み、今後さらに生徒数の減少が見込ま

れるなかで、これからの社会や学びの変化に対応した学校規模と配置等について協議

する予定。 

 

２ 他の地域協議会での協議について 

〇 伊賀地域高等学校活性化推進協議会 
伊賀地域の県立高等学校の今後のあり方について、地域の子どもたちの実態やニー

ズを把握したうえで協議を進め、今年度末を目途に「協議のまとめ」を取りまとめるこ

ととしています。 

第 1回 令和２年 ９月 14日（月）19：00～21：00 

第２回 令和２年 10月 29日（木）19：00～21：00 

第３回 令和２年 12月 11日（金）19：00～21：00 

第４回 令和３年 ２月 24日（水）19：00～21：00（開催予定） 

第５回 令和３年 ３月下旬（開催予定） 

〇 紀南地域高等学校活性化推進協議会 

第１回 令和２年 ９月 23日（水）19：00～21：00 

・木本・紀南両高等学校の特色や魅力の地域等への周知について 

・紀南地域の県立高等学校の今後のあり方について 

    第２回 令和３年 ３月 24日（水）19：00～21：00（開催予定） 

 
３ 教育に関する国の動向について  

 【中央教育審議会答申】（令和 3 年 1 月 26 日）    【参考資料２】（概要）を参照 
 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して 

～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～ 
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本年度 昨年度
昨年との

差
定員との

差
募集定員 志願者数 合格内定者数 募集定員 日程

生産科学 40 49 55 ▲ 6 9 20 48 22 18

食品科学 40 50 37 13 10 20 52 22 18

生活教養 40 42 29 13 2 20 42 22 18

福祉 40 37 47 ▲ 10 ▲ 3 20 35 22 18

計 160 178 168 10 18 80 177 88 72

普通 200 218 228 ▲ 10 18 60 209 66 134

普通 240 226 222 4 ▲ 14 - - - 240

国際科学コース 40 64 71 ▲ 7 24 - - - 40

計 280 290 293 ▲ 3 10 0 0 0 280

商業 80 92 134 ▲ 42 12 40 89 44 36

情報処理 40 42 33 9 2 20 40 22 18

国際 40 29 49 ▲ 20 ▲ 11 20 27 22 18

計 160 163 216 ▲ 53 3 80 156 88 72

機械 80 70 83 ▲ 13 ▲ 10 40 69 44 36

電気 40 44 33 11 4 20 41 22 18

建築 40 37 42 ▲ 5 ▲ 3 20 39 22 18

計 160 151 158 ▲ 7 ▲ 9 80 149 88 72

度会校舎 普通 29 33 ▲ 4

定めていない 3

総合学科 80 38 46 ▲ 8 ▲ 42 40 37 35 45

普通 80 43 71 ▲ 28 ▲ 37 40 44 44 36

海洋・機関 40 30 37 ▲ 7 ▲ 10 20 36 22 18

水産資源 40 21 21 0 ▲ 19 20 25 22 18

計 80 51 58 ▲ 7 ▲ 29 40 61 44 36

地域内県立高校　計 1280 1167 1284 ▲ 117 ▲ 113 460 869

※「１２月１７日時点の進学希望者数」は、県内の国公私立中学校３年生を対象に実施された調査結果（R3．1．14）による。

鳥　羽

志　摩

水　産

33

34

明　野

志願変更
３月３日
～５日

後期選抜
実施日

３月１０日

宇治山田

伊　勢

宇治山田商業

伊勢工業

南伊勢 80 ▲ 45

40

46
南勢校舎 普通 6 13 ▲ 7

伊勢志摩地域県立高等学校進学希望状況（令和２年１２月１7日）及び
令和３年度入学者選抜の状況（令和３年２月１５日現在）

学校名 学科・コース
入学
定員

12月17日時点の進学希望者数 前期選抜等 後期選抜

連携型中高一貫に係る選

資料４改
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伊勢志摩地域小規模校の志願・入学者選抜状況等の推移 
〇鳥羽高校               志願者/募集定員 

年度 
入学 
定員 

12 月 
調査 

入 学 者 選 抜 入学 
者数 

欠員 
鳥羽市内 

中学校出身者 

鳥羽市 
中学校 

卒業者数 前期選抜 後期選抜 再募集 

H29 80 59 55/40 25/38 12/15 77 3 23 12.8% 180 

H30 80 57 59/40 17/36 6/20 66 14 25 13.8% 181 

H31 80 43 40/40 13/42 13/29 64 16 ９ 6.4% 140 

Ｒ２ 80 46 48/40 14/36 5/26 59 21 18 13.6% 132 

Ｒ３ 80 38 37/40        

〇志摩高校               志願者/募集定員 
年度 

入学 

定員 

12 月 

調査 

入 学 者 選 抜 入学 

者数 
欠員 

志摩市内 

中学校出身者 

志摩市 

中学校 
卒業者数 前期選抜 後期選抜 再募集 

H29 120 101 91/44 57/71 4/15 109 11 99 22.0% 449 

H30 120 105 92/44 64/71 3/12 111 9 98 22.7% 432 

H31 120 75 68/60 32/63 18/31 107 13 90 22.5% 400 

Ｒ２ 80 71 64/40 34/36 2/5 77 3 72 18.5% 389 

Ｒ3 80 43 44/40        

〇水産高校              志願者/募集定員 
年度 

入学 

定員 

12 月 

調査 

入 学 者 選 抜 入学 

者数 
欠員 

志摩市内 

中学校出身者 

志摩市 

中学校 
卒業者数 前期選抜 後期選抜 再募集 

H29 80 76 74/40 41/37 ― 80 0 67 14.9% 449 

H30 80 75 77/40 37/36 1/1 80 0 54 12.5% 432 

H31 80 75 75/40 33/36 2/10 70 10 48 12.0% 400 

Ｒ２ 80 58 59/40 14/37 0/23 57 23 40 10.3% 389 

Ｒ3 80 51 61/40        

〇南伊勢高校度会校舎    志願者/募集定員 （ ）は度会校舎の数値 

年度 
入学 

定員 

12 月 

調査 

入 学 者 選 抜 入学 

者数 
欠員 

度会中学校 

出身者 

度会 

中学校 
卒業者数 前期選抜 後期選抜 再募集 

H29 80 41 41/24 35/53 9/23 67 13 19 24.7% 77 

H30 80 41 40/24 15/53 2/39 43 37 6 7.6% 79 

H31 80 47 49/40 14/37 13/23 70 10 21 24.4% 86 

Ｒ２ ＊80 (33) ＊39/40 ＊5/36 ＊2/32 ＊50
（36） 

＊30 （9） 12.9% 70 

Ｒ3 ＊80 (29) ＊36/40        

〇南伊勢高校南勢校舎   志願者/募集定員＊中高一貫特別選抜は定員を定めていない。（ ）は南勢校舎の数値 

年度 
入学 

定員 

12 月 

調査 

入 学 者 選 抜 入学 

者数 
欠員 

南伊勢町内 

中学校出身者 

南伊勢町 
中学校 

卒業者数 
前期・中高 

志願者数 
後期選抜 再募集 

H29 40 5 5 0/35 1/35 5 35 5 5.6% 89 

H30 40 20 20 3/22 0/19 21 19 20 25.3% 79 

H31 40 4 5 0/35 0/35 5 35 4 6.3% 64 

Ｒ２ ＊80 (13) 
＊39/40 

（中高一貫 6） 
＊5/36 ＊2/32 ＊50

（14） 
＊30 （13） 25.5% 51 

Ｒ3 ＊80 （6） 
＊36/40 

（中高一貫 3） 
       

 

資料５ 

 

※令和２年度入学者選抜から南伊勢高校は両校舎で定員を２学級８０人とし、一括募集を行う。 
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これまでの協議について 

 
１ 子どもたちに育みたい力をつけるための教育について 

【中央教育審議会の意見より】 

 ○ 急激に変化する時代の中で、一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識する

とともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら

様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる

ことができるよう、その資質・能力を育成することが求められている。 
 ○ 中央教育審議会では、社会の変化にいかに対処していくかという受け身の観点に立つ

のであれば難しい時代になる可能性を指摘したうえで、変化を前向きに受け止め、社会

や人生、生活を、人間ならではの感性を働かせてより豊かなものにする必要性等を指摘

した。次代を切り拓く子供たちに求められる資質・能力としては、文章の意味を正確に

理解する読解力、教科等固有の見方・考え方を働かせて自分の頭で考えて表現する力、

対話や協働を通じて知識やアイディアを共有し新しい解や納得解を生み出す力などが

挙げられた。 
 ○ 豊かな情操や規範意識、自他の生命の尊重、自己肯定感・自己有用感、他者への思い

やり、対面でのコミュニケーションを通じて人間関係を築く力、困難を乗り越え、もの

ごとを成し遂げる力、公共の精神の育成等を図るともに、子供の頃から各教育段階に応

じて体力の向上、健康の確保を図ることなどは、どのような時代であっても変わらず重

要である。 

【協議会で出された主な意見】 

 ○ 三重県の県立高校においては、新学習指導要領にある「生きる力」、及び三重県教育

ビジョンにある「生き抜く力」が各校に共通する育みたい力であると言える。加えて職

業高校においては「社会の一員として働ける力」や「一生学び続ける向上心」を養うこ

とが大切である。 

○ 生徒がより興味を持ち、主体的に学べる教育内容や方法を工夫してほしい。魅力ある

授業こそが魅力ある学校につながり、ひいては生徒も多く集まる学校となるのではない

か。 

〇 地域への愛着心を育ててもらいたい。高校生が地域について学習して愛着心をもつこ

とで、卒業後に進学や就職で一度地元を離れても、いつか地元に帰ってきたいという思

いを育てることが大切である。 

○ 今後ＡＩが人間の知能を追い越していくと言われている中で、現在の教育も変わる必

要がある。「高校生自身が自分は何を、なぜ学ぶのかを自発的に考えられる力」を、小中

学校で育て、生徒一人ひとりが自ら高校を選びとる力をつけることが大切である。それ

が一生学び続ける力をつけることにつながる。 

〇 小中学生だけでなく、高校生も学校の授業の中で社会での実体験を積むことによって

学びが広がり、将来職業を主体的に選択できる意識を育むことができる。 

 

資料８ 

 

 

m944250
タイプライターテキスト
13



 

 ２ 地域における県立高等学校のあり方について当協議会での主な意見（H29～R2） 

≪小規模校の活性化への評価、意見について≫ 

○ 小規模校の活性化においては、学校が小規模であることのデメリットを減らすことより

も、メリットを伸ばすことに注力すべきである。（H29第１回） 

○ 地元の高校への進学率を高めるためには、地域の小中学生や保護者が持つイメージを変

えることが不可欠である。そのためには、高校生が小中学校で学習成果を発表するなどの

取組が有効である。（H29第１回） 

○ 卒業式において、「この学校で学んでよかった」と胸を張って後輩に語り、堂々と校歌

を歌う姿に、活性化の取組が表れていると感じる。（H29第２回） 

○ 南勢中学校では、南伊勢高校南勢校舎の写真部員に体育祭の撮影をしてもらったり、防

災士資格を持つ生徒に防災講話の講師役を担ってもらったりした。このように、活躍する

高校生の姿を中学生やその保護者に見せることは、高校の魅力を最もよく伝える手段であ

る。（H29第２回） 

○ 来年度の募集定員は、伊勢志摩地域でも２学級減となり、非常に厳しい状況である。伊

勢市内の中学生は南伊勢高校度会校舎や鳥羽高校にも一定数進学しており、これらの高校

がさらに活性化していくことは伊勢市内の中学校卒業者にとっても望ましいことである。

（H30第１回） 

○ 志摩・水産両高校の活性化協議会では、地域の人々や企業、行政が一体となって活性化

に向けた協議を行っている。志摩高校での留学支援やインターンシップへの協力、水産高

校での資格取得への取組等様々な取組として結実している。（H30第１回） 

○ 鳥羽高校では活性化協議会を通じて、通学費の補助、鳥羽学の授業への支援、海の博物

館での学習など、行政による支援がはじまっている。地元中学校からの進学者を増やすた

めには、普段から高校と中学校長会、進路担当教員等との密接な情報共有が必要と考えて

いる。（H30第２回） 

○ 学校別の活性化協議会にも委員として参加しているが、もっと大胆に地域との連携を進

めるべきである。例えばＯＢを活用し、高校生と地域で 20～30 代の若者がつながれば、

もっとさまざまな取組ができる。（H30第２回） 

○ これからの地域の県立高校のあり方を考える場合には、今までの枠や考え方にとらわれ

ずに新しい発想が必要である。大幅な大学入試の改革、1学級 40人以下の少人数教育、オ

ンラインを活用した小規模校での学び等の様々な知恵を出していけば、子どもたち一人ひ

とりに充実した学びを保障できる夢のある将来像も見えてくるのではないか。（R2第１回） 

○ 地域の高校は活性化に取り組んで魅力ある学校づくりを進めており、それぞれの高校に

は多様な個性や幅広い学力に対応するなど、それぞれが果たす役割や存在価値がある。今

後更に少子化が進んでいくなかで、子どもたち一人ひとりはより貴重な人材となるのだか

ら、小中学校において進んでいる少人数教育を高校においても積極的に推進すべきである。

（R2第１回） 

m944250
タイプライターテキスト
14



 

 

≪伊勢志摩地域全体の県立高校のあり方について≫ 

○ 学校の活力という観点から考えると、高校には一定の規模が必要であるが、教育の機

会均等の面からも、生徒一人ひとりに丁寧に対応していく地域の高校の役割も同様に重

要である。（H30第２回） 

○ 伊勢市内では中学校の統合がすすんでおり、高校でも学級数の減少が進むことに危機感

を持っている。また、伊勢志摩地域から松阪地域等への中学生の流出傾向があることを心

配している。（H30第２回） 

○ 地元での進学や就職を希望する生徒は一定数いるが、１学年１～２学級規模の高校でた

とえば１教科に１人の教員しか配置されない状況は、生徒にとって良い学習環境とは言え

ない。小規模校を存続させるのなら、県教委が生徒の学力保障に責任を持つべきである。

（H30第２回） 

○ 地域の小規模校の役割は重要であるが、現状はそれ以上に少子化が進行している。教

育の質を保障するためにも、すべての地域の学校をずっと維持していくことは難しいの

ではないか。その代りに、たとえば伊勢市内に経済的負担の少ない公的な寮をつくり、

地域の生徒が学ぶ環境を整備することなども考えられる。（H30第２回） 

〇 伊勢市内の専門学科設置校の３校は、来年度にはすべて１学年４学級規模となるが、こ

れ以上の小規模化は教員数をはじめとする専門性や多種類の部活動の維持などに影響を

及ぼし、学校全体の活力がなくなると危機感を感じている。専門学科設置校の再編・統合

を視野に入れるなど、伊勢市内の高校のあり方も検討するべきと考える。（R2第１回） 

○ 鳥羽・志摩・度会地域の小規模校での活性化の取組により、その高校でしか体験できな

い少人数による教育内容が充実しつつあるが、教員数の減少もあり高校への負担も大きく、

今後の少子化の中では、さらなる人員や予算の支援がない限り学校現場の努力だけでは限

界がある。現実的には伊勢志摩地域の高校の現状は限界に近く、さらなる大幅な予算拡充

策等が不可能な場合は、学校現場に任せるのではなく県教育委員会が主導して学校の再編

も含めた判断や決断を早期に行うべきである。（R2第１回） 

〇 急激な人口減少の中で、小規模校において地域の子どもたちを少人数で育てていくこと

は大切であるが、その維持にはオンラインを活用するなど、様々な知恵やアイデアが必要

である。例えば、当地域で進めてきた地域課題解決型の学習を伊勢市内の高校でも実施し

ていくことで、伊勢志摩地域全体で連携し、将来当地域で活躍できる人材を地域全体で育

てていく教育システムを構築することができる。（R2第１回） 

 

 

 

 

m944250
タイプライターテキスト
15



 

 【 伊勢志摩地域の県立高等学校の現状について 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇小規模校 

・地域の小規模校は、各活性化協議会のもとに活性化プランに沿った取組を推進して地

域との協働体制をつくるとともに、地域課題解決型学習も活発化することで学校の特

色化や魅力向上につなげている。 
・小規模校では、生徒一人ひとりへの丁寧な指導や、地域と一体となったキャリア教育

によって生徒の意欲や能力の向上に努め、大学への進学や企業への就職等、生徒の進

路希望を実現している。 
・現在の県立高等学校活性化計画の期間に、地域の小規模校はすべて１学年２学級規模

となり、より小規模化が進んだ。 

・小規模校の募集状況については、地域の中学校卒業者の減少の影響も大きく、各校の

欠員は増加している。令和２年度では小規模４校５校舎の総入学定員 320 人に対して

欠員は 77 人に及び、令和３年度にはさらに増加（12 月調査時点では約 150 人）が見

込まれる。また、地域の中学生の地元小規模校への進学率も高まっているとは言えな

い。 
 
〇地域全体の学校規模・配置等 

・主に大学進学をめざす伊勢市内の普通科高校への志願者は多く、より良い教育環境の

維持、向上のためにも、高校には一定の規模は必要である。 
・伊勢市内の専門学科高校については、令和３年度からすべて１学年４学級規模となり、

学校の活力、部活動や専門教育の維持の観点からも、これ以上の小規模化は困難な状

況となる（平成 26 年度の専門学科検討ワーキング会議においては、「専門学科高校３

校（伊勢工業・宇治山田商業・明野）が４学級規模を維持できるうちは、単独校とし

て存続を提案」されている）。 
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今後の地域の県立高等学校の魅力発信について 

 

伊勢志摩地域全体の県立高校の魅力を広く発信する方法の一つとして、合同説明会を開催

することについては、県内他地域での取組を参考にしながら平成 27年度ごろから当協議会で

議論されてきました。この合同説明会は、地域全体の県立高校のＰＲの場として、特に伊勢

市内で説明会等の機会が少ない鳥羽志摩度会地域の小規模校が、地域の小中学生や保護者等

に多様な進路選択の機会を提供するものとして、平成 29年度から実施してきました。 

 

〇「進学フェスタ」過去３回の開催日時、内容、来場者等 

第１回 平成 29年６月 10日（土）13:00開会、来場者 365人、会場：ハートプラザみその 

      内容：講演会（安河内哲也）、ステージ発表、ブースでの進路相談等 

第２回 平成 30年６月９日 （土）12:30開会、来場者 234人、会場：ハートプラザみその 

      内容：講演会（浦上大輔氏）、ステージ発表、ブースでの進路相談、学習成果の発表等 

第３回 令和元年 11月 17日（日）13:00開会、来場者 220人、会場：いせトビア 

内容：ステージ発表、ブースでの進路相談等 

 

〇今年度の地域の県立高校魅力発信について 

昨年度末の協議会で、進学フェスタは県立高校の魅力が児童生徒により効果的に発信で

きるよう内容や開催方法など改善を加え、令和２年度も引き続き実施する方向を確認しま

した。しかし、新型コロナウイルスの感染拡大の状況から、今年度の開催は中止し、代替

策として、各県立高校のＷｅｂページを紹介するチラシを地域の市町教育委員会の協力の

もと、地域の中学生・保護者に配付しました。 

 

○来年度の活動について 

   

資料９ 

地域の県立高校の魅力を発信する進学フェスタは、新型コロナウイルスの感染状況等

を考慮に入れながら、地域の児童生徒により効果的に発信できるようオンラインの活用

も含めた開催やチラシの配付などの方法で、現活性化計画の最終年度である令和３年度

までは実施するとしてはどうか。 
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甑
鐘
盤
濁
寵
鑓
揺
種
鐙
種
盤
鑓
盤
冨
.
.
.
事
揺
覇
軍
磁
務
自
慢
箆
盤
.
.
盤
盤
酋
鶴
盤
留
纏
鶴
穏
健
趨
鎗
盤
盤
盟
程
盛
覇
蟹
揚
鱒
磁
鰭
盤
舗
盤
舗
富
盛
遺
留
湯
彊
＂
m緩
.
.
鍾
諮
鍾
種
盤
.
.
漉
揚
扇
腸
諮
ll
ll
ll
ll
il
l
醤
盤
盟
担
盤
調
綿
鹿
沼
舘
盤
＂
.
盤
留
酒
鑓
礎
盤
趨
盤
笛
盤
組
担
.
.
 館
協
趨
.
笛
盤
盆
謹
盤
趨
留
窃
鍾
醤
趨
鐙
蕗
留
置
舞
震
醐
醤
趨
盤
隆
盛
塑
僅
鋸
滋
忽
鶴
諸
種
盤
盤
趨
醤
忽
盟
臨
調
路
趨
鍾
盤
.
.
纏
箇
2書
留
錫
鑓
輝
－
－
鰻
磁
器
留
冨
－
－
－
潟
冨
盤
盟
理
翠
盟
－
・
密
密
密
密
密
麓
鶴
滋
－
＝
－
111
冨
・
－
複
趨
題
ll
ll
l!
IB
ll
ll
l鶴
＂
.
題
調
－
盟
翠
盟
盤
鍵
纏
揚

新
学
習
指
導
要
領
で
は
，
「
個
に
応
じ
た
指
導
jを
一
層
重
視
し
r
指
導
方
法
や
指
導
体
制
の
工
夫
改
善
に
よ
り
，
f偲
に
応
じ
た
指
導
j
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
r
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ
や
！

？
 
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
手
段
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
r
こ
れ
ら
を
適
切
に
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
力
沼
、
要

~ 
j
選挙
G
I
G
Aス
ク
ー
ル
構
想
、
の
実
現
に
よ
る
新
た
な
I
C
T環
境
の
活
用
，
少
人
数
に
よ
る
き
め
縮
か
な
指
導
体
制
の
整
備
を
進
め
，
「
個
に
応
じ
た
指
導
Jを
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
i

lや
そ
の
際
F
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実
現
し
F
学
び
の
動
機
付
け
や
幅
広
い
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た
効
果
的
な
取
組
を
展
開
し
r
個
々
の
家
庭
の
経
済
事
情
！
 

i
 等
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
，
子
供
た
ち
に
必
要
な
力
を
育
む

;
 

E盟
国
幽
醐
醐
阻
盟
国
国
問
問
醐
国
国
幽
幽
噛
国
国
岡
幽
悶
岡
国
国
国
幽
臨
調
細
血
幽
幽
幽
岡
国
国
幽
醐
個
画
面
幽
幽
師
四
国
血
盟
問
岡
国
国
幽
悶
国
国
幽
醐
冨
盟
国
困
問
国
幽
魁
盟
問
問
幽
間
同
国
岡
国
国
幽
四
回
国
幽
同
盟
盟
国
盟
国
国
国
幽
岡
国
幽
問
問
問
幽
問
問
国
E

指
導
の
個
別
化

学
習
の
個
性
化

母
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
等
を
確
実
に
習
得
さ
せ
F
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
争
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
等
や
情
報
活
用
能
力
等
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・

等
や
r
自
ら
学
習
を
調
整
し
な
が
ら
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
態
度
等
を
育
成
す
る
た
め
F
能
力
等
を
土
台
と
し
て
r
子
供
の
興
味
・
関
心
等
に
応
じ
，
一
人
一
人
口
芯
じ
た
学
習
活

・
支
援
が
必
要
な
子
供
に
よ
り
重
点
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
な
と
効
果
的
な
指
導
を
実
現
動
や
学
習
課
題
に
取
り
組
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
r
子
供
自
身
が
学
留
が
濃
適
と
な

・
特
性
や
学
習
進
度
等
に
応
じ
r
指
導
方
法
・
教
材
等
の
柔
軟
な
提
供
・
設
定
を
行
う
る
よ
う
調
整
す
る

争
「
個
別
最
適
な
学
び
Jが
進
め
ら
れ
る
よ
う
F
こ
れ
ま
で
以
上
に
子
供
の
成
長
や
つ
ま
ず
き
，
悩
み
な
ど
の
理
解
に
努
め
，
個
々
の
興
味
・
関
心
・
意
欲
等
を
踏
ま
え
て
き
め
縮
か
く

指
導
・
支
援
す
る
こ
と
や
F
子
供
が
自
5
の
学
習
の
状
況
を
把
握
し
，
主
体
的
に
学
習
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
促
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

争
そ
の
際
r
I
C
Tの
活
用
に
よ
り
r
学
習
履
歴
（
ス
タ
デ
ィ
・
口
グ
）
や
生
徒
指
導
上
の
デ
ー
タ
，
健
康
診
断
情
報
等
を
利
活
用
す
る
こ
と
や
r
教
師
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
力
濯
要

そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
一
体
的
に
充
実
し

f主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
j
の
実
現
！
と
向
け
た
授
業
改
善
に
つ
な
げ
る

②
協
｛
動
的
数
学
び

「
個
別
最
適
な
学
び
jが
「
孤
立
し
た
学
的
に
陥
ら
な
い
よ
う
F
探
究
的
な
学
習
や
体
験
活
動
等
を
通
じ
，
子
供
同
士
で
，
あ
る
い
は
多
様
な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
r
他
者
を
価
値
あ

る
存
在
と
し
て
尊
重
し
r
様
々
な
社
会
的
な
変
化
を
乗
り
越
え
r
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
F
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
「
協
働
的
な
学
び
jを
充
実

す
る
こ
と
も
重
要

集
団
の
中
で
個
が
埋
没
し
て
し
ま
う
こ
と
の
な
い
よ
う
r
一
人
一
人
の
よ
い
点
や
可
能
性
を
生
か
す
こ
と
で
，
異
な
る
考
え
方
が
組
み
合
わ
さ
り
，
よ
り
よ
い
学
び
を
生
み
出
す

知
・
徳
・
体
を
一
体
的
に
育
む
た
め
に
は
F
教
師
と
子
供
r
子
供
同
士
の
関
わ
り
合
い
F
自
分
の
感
覚
や
行
為
を
通
し
て
E里
解
す
る
実
習
・
実
験
r
地
域
社
会
で
の
体
験
活
動
な
ど
F

様
々
な
場
面
で
リ
ア
ル
な
体
J験
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
が
，
AI
技
術
が
高
度
に
発
達
す
る
So
ci
et
vS
.O
時
代
に
こ
そ
一
層
高
ま
る

同
一
学
年
・
学
級
は
も
と
よ
り
r
異
学
年
間
の
学
び
や
r
I
C
Tの
活
用
に
よ
る
空
間
的
・
時
間
的
制
約
を
趨
え
た
他
の
学
校
の
子
供
等
と
の
学
び
合
い
も
大
切

2
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4
.
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
j
の
構
築
に
向
け
た
今
後
の
方
向
性

争
全
て
の
子
供
た
ち
の
知
・
徳
・
体
を
一
体
的
に
育
む
た
め
r
こ
れ
ま
で
日
本
型
学
校
教
育
が
果
た
し
て
き
た
r
①
学
習
機
会
と
学
力
の
保
障
F
②
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
全
人
的
な

発
達
・
成
長
の
保
障
F
③
安
全
安
心
な
居
場
所
・
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
V
ト
と
し
て
の
身
体
的
，
精
神
的
な
健
康
の
保
障
を
学
校
教
育
の
本
質
的
な
役
割
と
し
て
重
視
し
F
継
承
し
て
い
く

争
教
職
員
定
数
F
専
門
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
等
の
人
的
資
源
r
IC
γ
環
境
や
学
校
施
設
の
整
備
等
の
物
的
資
源
を
十
分
に
供
給
・
支
援
す
る
こ
と
が
国
！
と
求
め
8
れ
る
役
割

争
学
校
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
等
と
連
携
・
協
働
し
，
学
校
と
地
域
が
相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
一
体
と
な
っ
て
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く

一
斉
授
業
か
個
別
学
習
か
r
履
修
主
義
か
修
得
主
義
か
r
デ
ヲ
タ
ル
か
ア
ナ
ロ
グ
か
F
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
シ
か
対
面
・
オ
フ
ラ
イ
ン
か
と
い
っ
た
rニ
項
対
立
j
の
陥
穿
に
路
8
ず
r
教
育
の

質
の
向
上
の
た
め
に
F
発
達
の
段
階
や
学
習
場
面
等
に
よ
り
r
と
ち
8
の
良
さ
も
適
切
に
組
み
合
わ
世
て
生
か
し
て
い
く

争
教
育
政
策
の
P
O
C
Aザ
イ
ク
ル
の
着
実
な
推
進

｛
日
学
校
教
育
の
震
と
多
援
護
性
，
包
震
性
を
高
め
F
教
書
の
機
会
均
等
を
実
現
す
る

盤
子
供
た
ち
の
資
質
・
能
力
を
よ
り
一
層
確
実
に
育
む
た
め
r
基
礎
学
力
を
保
揮
し
て
そ
の
才

能
を
十
分
に
伸
ば
し
r
社
会
性
等
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
r
学
校
教
育
の
質
を
高
め
る

鐸
学
校
に
十
分
な
人
的
配
置
を
実
現
し
F
1
人
1
台
端
末
や
先
端
技
術
を
活
用
し
つ
つ
F

多
様
化
す
る
子
供
た
ち
に
対
応
し
て
偲
別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
な
が
ら
r
学
校
の
多
様
性

と
包
摂
性
を
高
め
る

構
I
C
Tの
活
用
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
含
め
F
学
校
教
育
に
馴
染
め
な
い
で
い
る
子
供
に
対

し
て
実
質
的
に
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
と
と
も
に
r
地
理
的
条
件
に
関
わ
ら
ず
F
教
育
の

質
と
機
会
均
等
を
確
保

(
2
〕
連
議
・
分
担
に
よ
る
学
校
マ
ネ
ラ
メ
シ
ト
を
実
現
す
る

機
校
長
を
中
心
に
学
校
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
F
学
校
内
外
と
の
関

係
で
「
連
携
と
分
担
」
に
よ
る
学
校
マ
ネ
ラ
メ
シ
ト
を
実
現

盤
外
部
人
材
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
等
F
多
様
な
人
材
が
指
導
に
携
わ
る
こ
と
の
で
き
る
学
校
の
実
現
F

事
務
職
員
の
校
務
運
営
へ
の
参
闘
機
会
の
拡
大
F
教
師
同
士
0)
1支
部
の
適
切
な
分
担

盤
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
r
相
互
に
連
携
・
協
働
し
て
F
地

域
全
体
で
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
く
環
境
を
整
備

騒
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
進
め
つ
つ
F
学
校
が
家
庭
や
地
域
社
会
と
連
携
し
F
社
会
と

つ
な
が
る
協
働
的
な
学
び
を
実
現

(
3
）
こ
れ
ま
で
的
実
踏
と
工
C
Tと
母
最
適
な
組
合
せ
を
実
現
す
る

鐙
I
C
Tや
先
端
技
術
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り
F
新
学
習
指
導
要
領
、
の
着
実
な
実
施
r
個

別
に
最
適
な
学
び
や
支
援
F
可
視
化
が
難
し
か
っ
た
学
び
の
知
見
の
共
有
等
が
可
能

審
G
I
G
A
ス
ク
－）

~＊
競
雲
の
実
現
を
最
大
限
生
か
し

F
教
師
放
す
面
指
導
り
裳
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

と
を
使
い
こ
な
す
（
八
イ
ブ
リ
y
ド
化
）
こ
と
で
r
様
々
な
3懸
震
を
解
決
し
F
教
育
の
質
を
向
上

鰻
教
師
に
よ
る
対
面
指
導
や
子
供
再
士
に
よ
る
学
び
合
い
F
多
様
な
体
験
活
動
の
重
要
性
が
；
 

一
層
高
ま
る
中
で
F
I
C
Tを
活
用
し
な
が
ら
協
働
的
な
学
び
を
実
現
し
F
多
様
な
他
者
と
と
も
2

に
問
題
発
見
・
解
決
に
挑
む
資
質
・
能
力
を
育
成

4
〕
麗
鐸
主
義
＠
諺
需
主
義
等
を
適
鵠
iこ
組
み
合
わ
せ
る

審
修
得
主
義
や
課
程
主
義
は
F
個
人
の
学
習
1だ
兄
に
着
目
す
る
た
め
r
個
に
応
じ
た
指
導
等
に

対
す
る
寛
容
さ
等
の
特
徴
が
あ
る
が
F
集
団
と
し
て
の
教
育
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
面
は
少
な
い

欝
履
修
主
義
や
年
齢
主
義
は
r
集
団
に
対
し
r
あ
る
一
定
の
期
聞
を
か
け
て
共
通
に
教
育
を

行
う
性
格
を
有
し
F
一
定
の
期
間
の
中
で
r
個
々
人
の
成
長
！
こ
必
要
な
時
間
の
か
か
り
方

を
多
様
に
許
容
し
包
含
す
る
一
方
r
過
度
の
問
調
性
や
画
一
性
を
も
た
ら
す
可
能
性

構
義
務
教
育
段
階
に
お
い
て
は
F
進
級
や
卒
業
の
要
件
と
し
て
は
年
齢
主
義
を
基
本
と
し
つ
つ

も
F
教
育
課
程
の
履
修
を
判
断
す
る
基
準
と
し
て
は
履
修
主
義
と
修
得
主
義
の
考
え
方
を

適
切
に
組
み
合
わ
せ
F
f個
別
最
適
な
学
び
J及
び
「
協
働
的
な
学
び
」
と
の
関
係
も
踏
ま
え

つ
つ
r
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
取
り
入
れ
る

構
高
等
学
校
教
育
に
お
い
て
は
r
そ
の
特
質
を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
在
り
方
を
検
討

構
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
4安
l生
を
尊
重
r
I
C
T等
も
活
用
し
つ
つ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ラ
メ
シ
ト
を
充
実

5
〕
感
染
症
や
災
警
の
発
生
等
を
濃
む
越
え
て
学
び
を
保
障
す
る

構
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
経
験
を
踏
ま
え
r
新
た
な
感
染
症
や
災
害
の

発
生
等
の
緊
急
事
態
、
で
あ
っ
て
も
必
要
な
教
育
活
動
の
継
続

鶴
「
新
し
い
生
活
様
式
出
踏
ま
え
r
子
供
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
向
上
r
得
i生
環
境
の
整

備
や
F
新
し
い
時
代
の
教
室
環
境
に
応
じ
た
指
導
体
制
F
必
要
な
施
設
・
設
備
の
整
備

鱗
臨
時
休
業
時
等
で
あ
っ
て
も
F
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
r
子
供
た
ち
と
学
校
と
の
関

係
を
年
断
売
し
F
心
の
ケ
ア
や
虐
待
の
防
止
を
図
り
F
子
供
た
ち
の
学
び
を
保
揮
す
る

構
感
染
症
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
F
誹
誘
中
傷
等
を
許
注
な
い

鶴
首
長
部
局
や
保
護
者
F
地
域
と
連
携
・
協
働
し
つ
つ
F
率
先
し
て
課
題
に
取
り
組
み
r

学
校
を
支
援
す
る
教
背
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

(
6
）
社
金
構
造
の
変
化
の
中
で
，
持
続
的
で
魅
力
あ
る
学
校
教
曹
を
実
現
す
る

鱗
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
等
で
社
針
裁
勧
漫
化
す
る
中
r
学
校
教
育
の
持
続
可
能
性
を

確
保
し
つ
つ
魅
力
あ
る
学
校
教
育
の
実
現
に
向
け
F
必
要
な
制
度
改
正
や
運
用
改
善
を
実
施

轟
魅
力
的
で
質
の
高
い
学
校
教
育
を
地
方
に
お
い
て
も
実
現
す
る
た
め
r
高
齢
者
を
含
む
多
様

な
地
域
の
人
材
が
学
校
教
青
に
関
わ
る
と
と
も
に
F
学
校
の
配
置
や
施
設
の
維
持
管
理
r

学
校
間
連
携
の
在
り
方
を
検
討

4
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s. 
r令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
j
の
構
築
！
こ
向
け
た
I
C
Tの
活
用
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
児
構
築
し
F
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
F
個
別
最
適
な
学
び
と
r
協
働
的
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
は
F
IC
γ
は
必
要
不
可
欠

こ
れ
ま
で
の
実
践
と
I
C
Tと
を
最
適
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
r
様
々
な
課
題
を
解
決
し
F
教
育
の
震
の
向
上
に
つ
な
げ
て
し
1く
こ
と
が
必
要

I
C
Tを
活
用
す
る
こ
と
自
体
が
自
的
化
し
な
い
よ
う
留
意
し
F
P
O
C
Aサ
イ
ク
ル
を
意
識
し
，
効
果
検
証
・
分
析
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
F
健
康
面
を
含
め
F

I
C
Tが
児
童
生
徒
に
与
え
る
影
響
に
も
留
意
す
る
こ
と
が
必
要

I
C
Tの
全
面
的
な
活
用
に
よ
り
f
学
校
の
組
織
文
化
F
教
師
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
も
変
わ
っ
て
し
1く
中
で
r
S
o
c
i
e
t
v
s
.
o
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
の
実
現
が
必
要

(
1
）
学
校
教
育
の
霞
設
〉
舟
ょ
に
i奇
妙
た
I
C
Tの
活
揺

欝
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
充
実
さ
せ
r
各
教
科
等
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
等
を

把
握
し
た
上
で
F
I
C
Tを
f主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に

生
か
す
と
と
も
に
F
従
来
は
伸
ば
せ
な
か
っ
た
資
質
・
能
力
の
育
成
や
r
こ
れ
ま
で
、
で
き
な
か
っ

た
学
習
活
動
の
実
施
F
家
庭
等
学
校
外
で
の
学
び
の
充
実

構
端
末
の
活
用
を
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
と
し
F
児
章
生
徒
自
身
が
I
C
Tを
自
由
な
発
想
で
活
用

す
る
た
め
の
環
境
整
備
F
授
業
デ
ザ
イ
ン

噛
I
C
Tの
特
性
を
最
大
限
活
用
し
た
F
不
登
校
や
病
気
療
養
等
に
よ
り
特
別
な
支
援
が
必
要

な
児
童
生
徒
に
対
す
る
き
め
細
か
な
支
援
F
個
々
の
才
能
を
伸
ぽ
す
た
め
の
高
度
な
学
び
の

機
会
の
崩
共
等

e
 IC
γ
の
活
用
と
少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
整
備
を
両
輪
と
し
た
F
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
実
現

(
3
〕
I
C
T環
境
整
錆
の
在
り
方

(
2
〕
I
C
Tの
活
舟
iこ
i却
材
た
教
自
曹
の
欝
鐘
＠
能
力
の
i母
上

構
養
成
・
石
刑
1彦
全
体
を
通
じ
r
教
師
が
必
要
な
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
環
境
の
実
現

審
養
成
段
階
に
お
い
て
r
学
生
の
1
人
1
台
端
末
を
前
提
と
し
た
教
青
を
実
現
し
つ
つ
r
I
C
T
 

活
用
指
導
力
の
養
成
や
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
…
の
向
上
に
向
け
た
教
育
の
充
実

審
I
C
Tを
効
果
的
に
活
用
し
た
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
の
迅
速
な
収
集
・
分
析
r
新
時
代
に
対
応
し
た

教
員
養
成
モ
デ
ル
の
構
築
等
r
教
員
養
成
大
学
・
学
部
F
教
職
大
学
院
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
よ
る
S
o
c
i
e
t
y
S
.
O
時
代
の
教
員
養
成
の
実
現

盤
国
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
や
都
道
府
県
等
に
お
け
る
研
修
の
充
実
等
に
よ
る
現
職
教
師
の

I
C
T活
用
指
導
力
の
向
上
F
授
業
改
善
に
取
り
組
む
教
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

構
G
I
G
Aス
ク
ー
ル
構
想
、
！
こ
よ
り
配
備
さ
れ
る
1
人
1
台
の
端
末
は
r
ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
F
高
速
大
容
量
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
r
教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
一
等
で

ク
ラ
ウ
ド
の
活
用
を
禁
止
せ
ず
F
必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
た
上
で
活
用
を
イ
応
隼

審
義
務
教
育
段
階
の
み
な
ら
ず
F
多
様
な
実
態
、
を
踏
ま
え
r
高
等
学
校
段
階
に
お
い
て
も
1
人
1
台
端
末
環
境
を
実
現
す
る
と
と
も
に
F
端
末
の
更
新
に
向
け
て
丁
寧
に
検
討

畿
各
学
校
段
階
に
お
い
て
端
末
の
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
を
可
能
と
す
る

構
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
・
教
材
等
の
普
及
促
進
や
r
教
育
デ
ー
タ
を
蓄
積
・
分
析
・
利
活
用
で
き
る
環
境
整
備
F
I
C
T人
材
の
確
保
F
I
C
T
に
よ
る
校
務
効
率
化

担
軍
盟
厩
密
•
m躍
窃
揚
盤
.
.
窃
層
厳
甥
羽
－
箇
揮
盟
混
濁
覆
鍵
盛
田
－
－
鶴
麗
－
鍵
緩
都
留
趨
鰭
揚
竃
趨
翻
鼠
留
蝿
－
翻
盤
盤
沼
纏
.
.
.
隆
盛
盤
艦
砲
鑓
鎗
盤
盟
盤
盤
理
屈
盤
盟
i障
理
覇
.
.
 
覆
富
盛
冨
雇
彊
Ill
ll!
lll
l1
纏
鹿
窃
璽
彊
留
障
窃
m
m摺
鶴
線
鶴
甥
湿
観
劇
盟
緩
趨
鑑
盤
醐
盤
＂
＇
書
留
種
田
湿
密
密
－
萄
－
冨
盤
酉
冨
揚
揚
鹿
掘
調
鎗
趨
繍
鶴
鶴
繍
盤
滋
m
•
錦
織
鑑
盤
調
箆
摺
猪
撞
塑
甑
.
.
.
 調
置
Z
署
冒
－
沼
環
盟
揚
揚
揚
鰯
－
留
湯
鍋
鶴
鑓
譜
E
属
関
包
趨
型
冒
.
.
.
 覆
毘
－
居
留
窃
冨
－
密
密
費
鷹
揚
酒
屋
鶴
－
鍵
線
鶴
包
舘
繍
麹
－
脇
鶴
舞
軍
－
冨
彊
荷
量
冨
置
屋
環
a

＆
園
幽
悶
悶
悶
悶
醐
醐
醐
幽
幽
圃
醐
幽
醐
幽
醐
幽
幽
幽
幽
醐
醐
醐
醐
醐
醐
幽
醐
幽
幽
幽
醐
醐
幽
醐
醐
醐
醐
脚
醐
醐
醐
幽
幽
幽
幽
幽
幽
醐
国
醐
隅
隅
醐
醐
醐
蜘
醐
醐
醐
欄
翻
醐
醐
幽
幽
掴
岡
国
岡
田
園
国
岡
隅
隅
醐
醐
醐
醐
悶
回
国
園
田
国
国
園
田
血
痕
5
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｛
日
基
本
的
な
考
え
方

・
高
等
学
校
！
こ
は
様々
な
背
景
を
持
つ
生
徒
力
活
籍
し
て
い
る
こ
と
か
ら
F
生
徒
の
多
様
な
能
力
・
適
性
F
興
味
・
関
心
等
（
J,
芯
じ
た
学
ひ
そ
E実
現
す
る
こ
と
カ
泌
要

・
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
を
F
高
校
生
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
F
可
能
性
及
び
能
力
を
最
大
限
！
こ
伸
長
す
る
た
め
の
も
の
へ
と
転
換

骨
社
会
経
済
の
変
化
や
令
和
4
年
度
力
も
実
施
さ
れ
る
新
し
い
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
た
高
等
学
校
の
在
り
方
の
検
討
が
必
要

・
生
徒
力
t高
等
学
校
在
学
中
に
主
権
者
の
1
人
と
し
て
の
自
覚
を
深
め
て
い
く
学
び
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
F
学
び
に
向
か
う
力
の
育
成
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
力
悩
要

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
を
通
じ
て
再
認
識
さ
れ
た
高
等
学
校
の
役
割
や
価
値
を
踏
ま
え
r
遠
隔
・
オ
シ
ラ
イ
シ
と
対
面
・
オ
フ
ラ
イ
シ
の
最
適
な
組
み
合
わ
せ
を
検
討

(
2
〕
高
校
生
母
学
醤
意
欲
を
喚
起
し
F
司
能
性
及
び
能
力
を
最
大
眼
iこ
縛
長
す
る
た
め
の
各
高
等
学
校
の

特
色
化
・
魅
力
化

①
各
高
等
学
校
の
存
在
意
義
・
社
会
的
役
割
等
の
明
確
化
（
ス
ク
ー
Jい
ミ
V
シ
ョ
ン
の
再
定
義
）

・
各
設
置
萄
ま
F
各
学
校
の
存
在
意
新
D期
待
さ
れ
る
社
会
的
役
割
F
目
指
す
べ
き
学
校
（
続
明
確
化
す
る
形
で
再
定
義

②
各
高
等
学
校
の
入
口
か
ち
出
口
ま
で
の
教
育
活
動
の
指
針
の
策
定
（
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
の
策
定
）

・
各
学
校
は
ス
ク
ー
jレ
ミ
／
シ
ョ
シ
！
こ
基
づ
き
F
「
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
！
こ
関
す
る
方
針
j
「
教
育
課
程
併
肩
成
及
び
実

施
に
関
す
る
方
針
JI
入
学
者
の
受
入
れ
に
関
す
る
方
針
」
の
3
つ
の
方
針
（
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
）
を
策
定
・
公
表

・
教
育
課
程
や
個
々
の
授
業
F
入
学
者
遇
友
等
に
つ
い
て
儲
哉
的
か
つ
計
画
な
実
施
と
と
も
に
不
断
の
改
善
力
、
必
要

③
f普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
j
の
弾
力
化
・
大
綱
化
（
普
通
科
改
革
）

パ
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
科
」
を
置
く
各
高
等
学
校
が
r
各
設
置
者
の
判
断
に
よ
り
F
学
際
的
な
学
び
！
こ
霊
長
的
に

取
り
組
む
学
科
F
地
域
社
会
に
関
す
る
学
び
に
重
点
的
に
耳
切
組
む
学
科
等
を
設
謹
可
能
と
す
る
制
度
的
措
置

・
新
た
な
学
科
に
お
け
る
教
育
課
程
に
お
い
て
は
r
学
校
設
定
教
科
・
科
目
や
総
合
的
な
探
究
の
時
間
を
各
年
次
に

わ
た
っ
て
体
系
的
に
開
設
F
国
内
外
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構
築
F
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

④
産
業
界
と
一
体
と
な
っ
て
地
域
農
業
界
を
支
え
る
革
新
的
職
業
人
材
の
育
成
（
専
門
学
科
改
革
）

・
地
域
の
産
官
学
が
一
体
と
な
り
将
来
の
地
域
産
業
界
の
在
り
方
を
検
討
r
専
門
高
校
段
階
で
の
人
材
育
成
の
在
り

方
を
整
理
F
そ
れ
に
基
づ
く
教
育
課
程
の
開
発
・
実
践
F
教
師
の
資
質
・
能
力
の
向
上
と
施
設
・
整
備
の
充
実

・
高
等
教
育
機
関
等
と
連
携
し
た
先
取
り
履
修
等
の
取
組
推
進
I
3
年
間
口
艮
ら
な
い
教
育
課
程
や
高
等
教
育
機

関
等
と
連
携
し
た
一
貫
し
た
教
育
課
程
の
開
発
・
実
施
の
検
討

⑤
新
し
い
時
代
に
こ
そ
求
め
5
れ
る
総
合
学
科
に
お
け
る
学
ぴ
の
推
進

・
多
様
な
開
設
科
目
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
た
教
育
活
動
を
展
開
す
る
た
め
F
教
科
・
科
目
等
と
の
つ
な
が
り
や
2
年
次

以
降
の
学
び
と
の
接
続
を
意
識
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
F
IC
T似
百
用
を
伴
っ
た
各
高
等
学
校
の
ネ
y
ト
ワ
ー
ク

化
！
こ
よ
引
断
交
の
科
目
履
修
を
単
位
認
定
す
割
強
皇
み
の
舌
用
r
外
部
人
材
付
出
或
遺
書
原
似
舌
用
の
推
進

⑥
高
等
教
育
機
関
や
地
域
社
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
・
協
働
し
た
高
度
な
学
ぴ
の
提
供

・
特
色
・
魅
力
あ
る
教
育
活
動
の
た
め
r
地
域
社
会
や
高
等
教
育
機
関
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
が
必
要

・
各
学
校
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
r
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
形
も
含
め
て
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
働
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
…

ト
す
る
体
制
を
構
築

・
複
数
の
高
等
学
校
が
連
携
・
協
働
し
て
高
度
か
つ
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
共
有
し
F
全
国
の
高
校
生
が
こ
う
し

た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
取
り
組
み
の
促
進

①
専
門
ス
タ
vフ
の
充
実
や
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
F

I
C
Tの
効
果
的
な
活
用
等
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
・
支
援

• 
S
C
・
S
S
W等
の
専
門
ス
タ
yフ
の
充
実
や
関
係
機
関
等
と
似
弱
秀
促
進

・
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
！
こ
応
じ
た
I
C
Tを
効
果
的
に
利
活
用
し
た
指
導
・
評

価
方
法
の
在
り
方
等
の
検
討

②
高
等
学
校
通
信
教
育
の
質
保
証

・
通
信
教
育
実
施
計
画
の
作
成
義
務
化
r
面
接
指
導
等
実
施
施
設
の

教
育
環
境
の
基
準
や
少
人
数
に
よ
る
面
接
指
導
を
基
幹
と
す
べ
き
こ
と
の

明
確
化
F
教
育
活
動
等
に
関
す
る
情
報
公
開
の
義
務
化
等
に
よ
る
質

保
証
の
徹
底

(
 ＂事
〕
S
暗
A
輔
教
書
等
の
数
料
等
構
麟
的
な
学
醤
~
盤
整
に
よ
る

資
欝
＠
能
力
の
帯
域

•
S
T
E
A
M
の
A
の
範
囲
を
萄
桁

F
文
化
の
み
な
ら
ず

r
生
活

r
経
斉

I
5：
新宰
F

肪
台
F
僻
里
等
を
含
め
た
品
範
囲
で
定
義
し
描
隼
す
る
こ
と
力
漫
要

・
文
理
似
事
を
超
え
て
教
科
等
横
断
的
な
視
朝
こ
立
っ
て
進
め
る
こ
と
力
濯
要

・
小
中
学
校
で
の
教
科
等
横
断
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学
留
等
を
充
実

・
高
等
学
校
に
お
い
て
｛
志
総
合
的
な
探
究
の
時
間
切
皇
数
探
究
を
中
lむ
と
し
て

訂
E
A
M教
育
！
こ
取
り
組
む
と
と
も
に
F
初
当
等
横
加
的
な
視
点
で
教
育
課
程

を
編
成
し
F
地
域
や
関
係
機
関
と
j臨
・
協
働
し
つ
つ
F
生
街
地
出
掛
実

態
に
あ
っ
た
探
究
学
習
を
充
実

日
高
等
専
鯵
学
校
の
機
語
翻
盆
佑

• 
00
に
よ
る
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
f
地
域
・
企
業
等
と
の
連
携
を
通
じ

た
教
育
体
制
の
構
築
支
援
r
好
事
例
の
収
集
・
分
析
・
周
知
8
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